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国内主要魚種の不漁・北方海域への
資源のシフト・新たな魚種の出現

漁港背後集落の高齢化率

我が国の高齢化率

千葉県銚子漁港
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干潟八万石と呼ばれる
肥沃な田園風景

九十九里海岸・
刑部岬・屏風ヶ浦

イワシの水揚げ
（飯岡漁港）

おひさまテラス
（イオンタウン旭）
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道の駅
季楽里あさひ

（第3波・高さ最大7.6m）



いわしの
丸干し

九十九里
地はまぐり
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千葉県内の生産量・産出額は
年々減少傾向
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・飯岡漁港は を有するため、 が必要。

・漁港施設等活用事業等で

親水型防波堤

①エリア
1.62ha

漁港施設等活用事業活用
飲食・販売施設
グランピング施設など

いいおかみなと公園

1.89ha

1.03ha

②エリア

漁港に賑わいをもたらす食堂や直
売所、ショップ、カフェなどの設置
を検討・具体化。

⑥エリア

防波堤や護岸に大型海藻が密に生息
→藻場によるブルーカーボン創出が
可能か

漁港区域が広大で、十分に活用し

きれない可能性がある。再生可能

エネルギー施設の導入などを検討

するのはどうか。【漁港の脱炭素

化、水産物のRE100】

外房でも屈指の釣り場であり、遊

漁者や船釣り客の来訪で賑わっ

ている。駐車場を有料化し、漁港

内の維持、収入源としての活用も

管理費に充てるなど考えられる。

④エリア

①エリア（駐車場）

⑤エリア

0.25ha

公園に隣接した
カフェ設置

飯岡漁港では地域の憩いの場、都

市との交流の場として、いいおか

みなと公園や安全に釣りも行える

漁港施設として、飯岡漁港親水型

防波堤が整備されている。

飯岡漁港周辺には観光資源が多

くあるものの、産業間の協議の場

がなく、十分に活用されてこな

かった。今後は連携を強化し、地

域資源の活用を図りたい。

③エリア

漁船クルージング・
船釣り・漁業体験

地域における取り組み（一社みら
あさひ等）や既存ストック（イオンタ
ウン旭・道の駅季楽里あさひ等）と
の機能連携・役割分担が必要。来
訪者の広域的な回遊性を高めて、
市内での滞在時間の延伸と観光消
費拡大を図りたい。

イオンタウン旭
（みらいあさひ）

道の駅季楽里あさひ
海業のコンテンツとしてジップラ
インを導入するのはどうか。

朝市の開催など、まずはスモールス
タートで進めるのが良いのではない
か。（徐々に成長させていく。）

全国的に漁協では人手が不足して
おり、海業に積極的に取り組むた
めの体制を整備することが困難。

地元水産加工業者の加工品や新た
な商品を販売するのはどうか。漁業者のための施設（漁具倉庫など）

魚を獲るだけでなく、魚を増やすた
めの取り組みがあると良い。

水揚げ作業に使うエリアとビジター
の動線（食堂・直売所など）をクリア
にしたい。車両や歩行者の動線につ
いて検討が必要。

漁業者の収入向上や雇用拡大につな
がる、また地元にしっかりと利益還
元されるような計画・仕組みづくり
が必要。

漁獲された魚類の多くは銚子漁港に
水揚げされており、飯岡漁港では主
にハマグリが水揚げされている。そ
のため、海業のコンテンツとして浜焼
きを入れるのはどうか。

漁業者から遊覧船事業を行いたい
との意見があった。

遊漁船は年間約3万人を飯岡漁
港に呼び込んでいる。利用者から
は、宿泊や飲食の場、釣った魚の
買い取りや捌き場などの設置を
望む声が多い。

100ｍ

N
凡 例

海業計画予定地
いいおかみなと公園
買収地（予定）
未買収地
漁港区域

0.66ha

エリアの泊地には、航路の支障に
ならない範囲で藻礁キットなどを
設置するのはどうか。
（現況で大型海藻が生育）

エリアに建設する飲食・販売施設等
の施設については、津波避難機能
を持たせる必要。【フェーズフリー
の考え方を取り入れた防災関連施
設の整備】

ストック機能付釣堀用いかだ
ヒラメ中間育成場

飯岡漁港 【旭市】
（種類：第1種漁港、管理者：千葉県）

漁港施設等活用事業活用
釣り竿レンタル
海上釣堀運営施設
未利用魚ミニ水族館

屛風ヶ浦を活用した
観光事業

飯岡サーフ

約1.39ha

約1.49ha
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飯岡漁港



飯岡漁港



・旧保田小学校をリノベーションした都市交流施設
 （買う・食べる・泊まる・遊ぶ・学ぶに対応した複合施設）
・地域交流の拠点としての活用（里の原っぱ・みまもりひろばなど）
・災害時における施設活用（避難所・炊き出し拠点などの防災機能）

・「浜の台所おかさな倶楽部」（魚食普及食堂）や「大漁市場」が併設
・定置網漁・地引網・筏釣・かせ釣り体験が可能

①都市交流施設 道の駅保田小学校
【導入機能】飲食・販売・宿泊施設、カフェ

②鋸南町保田漁業協同組合
【導入機能】漁船クルージング、観光事業、水族館

藻場再生・ブルーカーボン

④岩井富浦漁業協同組合
【導入機能】飲食・販売施設、海上釣堀運営施設、船釣り、
                漁業体験、釣堀用いかだ

・大原漁港「港の朝市」（毎週日曜日）の開催
・マダイ稚魚の中間育成場、「器械根」を漁場とした遊漁船

飯岡漁港

・観光遊覧船ばんや丸によるクルージング
・船の真ん中から海底が見える！
・藻場再生・ブルーカーボン創出に向けた取り組み
（保田漁協・JFEスチール・千葉県・鋸南町） ③漁協直営食堂ばんや【昼食】

【導入機能】飲食施設・宿泊施設

⑥夷隅東部漁業協同組合
【導入機能】飲食・販売施設、遊漁船、魚類中間育成場

⑤房総の駅とみうら

【導入機能】飲食（浜焼き）・販売施設、カフェ

・保⽥漁協直営の魚食普及食堂

（食事処、直売所、ばんやの湯、宿泊施設）

・南房総おさかなセンター（房総沖で獲れた新鮮な地魚・活貝を販売）
・浜焼きができる「浜焼き屋」、地元魚問屋直営の食堂など

鉄鋼スラグ製品の
藻場造成資材への活用



・保田漁港では、水産物の付加価値向上や直販による収益改善が課題であったことから、
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千葉県保田漁港

宿泊施設外観

観光遊覧船「ばんや丸」 定置網漁見学

都市交流施設（買う・食べる・泊まる・遊ぶ・学ぶ）

ばんや内観 ばんやの湯

鉄鋼スラグ製品の
藻場造成資材への活用

南房総市内海岸での母藻の採集（R7.6月）

協定締結



・

・ に向けた取り組みや鳥羽の海を活用した を展開。
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三重県小浜漁港

竣工した鳥羽市水産研究所種苗投入の体験学習
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【熊野灘エリア】

三重県鳥羽市（答志）以南の藻場面積（2010・2021）

藻場の減少・消失

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

県
内

漁
獲

量
（t
）

いせえび

その他えび類

あわび

さざえ

その他貝類

なまこ

うに

海藻類

＋19％

－88%

－84％

－78％

－93％

－84％

－94％

－53％

年

三重県における磯根資源の漁獲量推移（1998-2022）

アワビ・サザエなどの減少

サガラメ場の磯焼け

海女文化の衰退

水産加工施設 直営レストラン

【ソフトの取組展開】

環境教育・体験学習
漁業体験・藻場造成

R７開業予定
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・

・人工的にサンゴ礁の生態系を陸上に再現
する技術「環境移送技術」の開発
・環境移送技術（水槽）を活用した環境教育

・釣り用いかだの開発
tonaru（徳島・閉校を活用した観光施設）

・環境負荷の少ない海藻栽培・研究
・海藻の新しい魅力・食べ方の発信

・藻場造成キットを用いた藻場創生
・ブルーカーボンの測定・申請

株式会社イノカ（東京）

株式会社BLUABLE（兵庫） 合弁会社シーベジタブル（高知）

（一社）TSURIBITO（徳島）
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・次回、

・



・

・
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